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米国債格付け引き下げを気にしない

米格付け会社のムーディーズ・レーティングスが5月16日、米国債
の長期信用格付けを最上位の「Ａａａ（トリプルAに相当）」から「Ａａ１
（ダブルA＋に相当）」に１段階引き下げました。
このこと自体は予想の範囲内で、ムーディーズの格付けがS&Pグ
ローバル・レーティングスなど他の格付け会社のレベルに合ってきた
のですが、トランプ政権の政策がまだ明確に見えない時期の格下げ
にちょっと驚きがありました。他社はすでに最上位ではなかったとい
うこともあり、市場は落ちついた対応でした。
これまで先進主要国の国債の格付けが引き下げられても、投資家
があせって売却したことはほとんどありません。社債についてはある
格付け以下になると保有できないルールの投資であれば売却しなけ
ればならない機関投資家もいますが、米国債投資を格付けでしばる
投資家はほとんどいないからです。
米国財政への心配は、大統領や議会が政策を示すたびに市場に出
てくるのですが、格付け会社の判断が重視されることはさほどありま
せん。債務不履行の恐れのある一部の国を除き、国債格付け変更の
金利水準への影響は小さいでしょう。
今後6月ごろまで、市場は米国の減税や関税交渉のニュースに気分
的にぶらされることになるでしょう。しかし、当面は政治のドタバタに
市場が振り回されるだけのことになるとみています。
90日の相互関税の猶予期間が終わる7月ごろになれば、交渉の進
展で関税収入が見え、それが減税規模を固めるでしょうから、結果と
して財政の心配から米国債利回りが上昇するとは予想していません。
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